


仕  様  書 

 

１．件  名 アイトラッキング装置 一式 

 

２．納品先 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 

     

３．納品期限 令和元年 ６月２１日（金） 

 

４．契約に必要な細目 

 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所が定めた会計規程、会計細則及び文部 

科学省発注工事請負等契約規則による。 

 

５．代金の支払い 

        代金は、適正な請求書を受理した後４０日以内に支払う。 

 

６．仕様    

    別紙仕様による。 

         

７．その他 

        本件は仕様書に基づいて行うものとし、これらに疑義が生じた場合は研究所職   

員の指示によること。 

 

 

 



（別紙） 

アイトラッキング装置 一式 

 

１．目的 

当研究所で対象とする障害のある子ども（幼児児童生徒，発達障害等）に関して，以下のことを検討す

ることを目的とする。 

① 視線の動き（眼球運動）から認知機能―とりわけ無意識の情報処理過程―の特性を探り，障害特性の

理解や指導・支援方法の開発に役立てる。 

② 子どもでも負荷が少なく，かつ学校等において簡便に計測できるアイトラッキング装置を用い，その

認知機能のアセスメント法として有用性，および妥当性を検証する。 

 

２． 当該機器の必要性 

① 障害のある子どもの認知機能のアセスメント法にはさまざまなものがあるが，そのほとんどは意識下

の情報処理に焦点が当てられており，無意識下の認知機能を探る方法は，これまでにほとんど開発さ

れていない。一方，アイトラッキング装置で測定する視線の動き（眼球運動）は，普段私たちがほと

んど意識することがない「何を，どのように見ているか」という情報をリアルタイムで示すことがで

きる。それゆえ，アイトラッキング装置を用いれば，これまでアプローチが難しかった無意識下に起

こる認知機能のアセスメントが可能になる。また，それらの知見を活かした新しい指導・支援方法の

提案・開発が期待できる。  

② アイトラッキング装置は，近年軽量化，及び低価格化が進み，研究面では学校や子どもを対象とした

フィールドワークへの適用が期待されており，また，臨床面ではそれを学校等の場で活用（e.g.アセ

スメント法）していくことが期待され始めている。しかし，そのような新しい機器においては，まだ

客観的なデータの蓄積がなされていない。障害のある子ども，及び学校等の現場で負担なく，かつ簡

便に計測できるアイトラッキング装置において，その実用化に向けた有用性と妥当性の検証が必要と

いえる。 

 

３． アイトラッキング装置の要件 

① 瞳孔検出方式 振動に強い瞳孔角膜反射法（照明条件に左右されない明／暗瞳孔検出可） 

② 測定眼    視差を補正できる両眼計測が可能であること（左右眼球データの取得が可能） 

③ 検出レート  60Hz以上であること 

④ 瞳孔検出範囲 奥行 450mm以上～850mm以内の幅があること 

⑤ 分析精度   正確度 0.3°，精密度 0.10°，遅延時間 17ms以下であること（最適な状況下において） 

⑥ キャリブレーション  

（ア）時間     短時間（約 10～30秒）で実施でき，幼児や発達障害でも可能であること 

（イ）方法     注意持続が困難な幼児でも実施できる方法がオプションで用意されていること 

（ウ）結果の表示  キャリブレーションの結果（妥当性）を数値で表示できること 



 

⑦ 計測方法     非接触計測であること（装置を全く装着する必要がないこと） 

           刺激として実物を用いた場合でも非接触計測が可能なこと 

           測定時の自由度が高く，頭部を動かした場合でも記録可能なこと 

（頭部可動範囲 幅 35cm×高 30cm程度の許容範囲があること）     

⑧ 制御・分析プログラム  

（ア）ソフトウェア センサー設定，データ取得，計測結果の出力，データの詳細分析等が可能な付属

のソフトウェアがあること（設定・操作が容易に行えること） 

  （イ）データ管理  視線データの他に，刺激画像，音声データ，動画データ等の同期記録が可能であ

り，それらのデータを統合的に管理・分析できること。または，将来的にそのよ

うな同時記録・管理機能を追加できること。 

                      ※将来的に追加する場合は，それに係る費用を負担できること。 

  （ウ）分析     注視点表示（刺激画像・動画重畳表示），ヒートマップ，AOI 分析，複数人デー

タの加算・同時分析，等が可能であること。 

眼球運動の各種ローデータ（タイムスタンプ，Gaze point, Gaze position, Gaze 

direction, Pupil diameter，有効度などの代表的なデータ）を取得できること。 

SDKなどのソフトウェアとの互換性があること 

  （エ）対応 OS    Windows 10（ユニット OS） 

⑨ 対象特性への対応  幼児や発達障害のある子ども等，多動や感覚過敏のある子どもを対象としても

ある程度精度の高い記録ができ，詳細な解析が容易に可能であることが必要。 

⑩ モバイル性能    軽量で学校等への持ち運びが容易にでき，フィールドワークに適していること。 

          センサーのサイズ 幅 17cm×高 1.8cm×奥行 1.3cm程度であること 

          センサーの重要   50～90g程度であること 

⑪ その他       保証期間内においては，合理的な範囲内で機器の使用法や他機器との連結につ

いての助言や情報提供を行うこと。 
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